







保　健　事　業　の　概　要





＜平成２０年度から＞





＜平成１９年度まで＞





健康増進法に基づく健康増進事業





老人保健法に基づく保健事業








実施主体：市町村


　　○健康手帳の交付


　　○健　康　教　育


　　○健　康　相　談


　　○機　能　訓　練


　　○訪問指導


　　○健康診査


　　　・健康診査（生活保護者等に係る分）


　　　・訪問健康診査（　　　　〃　　　　）


　　　・介護家族訪問健康診査（　　　　〃　　　　）


　　　・歯周疾患検診


　　　・骨粗しょう症検診　


　　　・肝炎ウイルス検診


　　　・がん検診　など

















実施主体：市町村





住民の老後における健康の保持を図るため、疾病予防、治療、機能訓練等の保健事業を総合的に実施


○健康手帳の交付


○健康教育


○健康相談


○機　能　訓　練


○訪問指導


○健康診査























　　　・訪問基本健康診査


　　　・介護家族訪問基本健康診査


　　　・歯周疾患検診


　　　・骨粗しょう症検診　など





高齢者の医療の確保に関する法律に基づく


特定健康診査・特定保健指導














実施主体：各医療保険者


　　目的：内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている生活習慣を改善するための保健指導を行い、生活習慣病の有病者を


　　　　　減少させる


　　対象：市町村国保、国保組合…４０歳～７４歳の被保険者


　　　　　被用者保険、共済組合…４０歳～７４歳の被保険者


及び被扶養者





※７５歳以上の者と６５歳～７４歳で一定の障害があると認定を受けた者への健康診査・保健指導については、後期高齢者医療広域連合が実施














基本健康診査及び当該診査に基づく指導


目的：個別疾患の早期発見、早期治療


対象：４０歳以上の地域住民


　　市町村国保や国保組合の加入者、


被用者保険や共済組合の被扶養者








